
広 報

◎ 砺号

NHK大河ドラマ喚立つ」に十三度登場
12月 19日放送・村民もエキストラで出演

11月 12日 、 NHK大 河 ドラマ 「 炎立 つ 」(第 3部『黄 金楽土 』)の 十 三 湊 ロケが 本村 で行 われ ま した。
村 で は、昨 年 5月 に大 河 ドラマ 「 炎立 つ 」対 策 室 を設 置 し、原作 者 で あ る高橋 克彦 氏 の講 演 会 や

「 炎立 つ 」 ゆか りの地 を リ レーで踏 破 した「歴 史探 見 ウ ォー ク」 な ど、 ロケ誘 致 に積極 的 に取 り組
んで き ま した。 今回 、待 望 の ロケが 実現 し、快 晴 の秋 空 の も と撮 影 は無 事 に終 了 しま した。

この 日は、渡 辺謙 さん、渡 瀬恒 彦 さん、時任 三郎 さん 、野村 宏 伸 さん、小 官 孝 泰 さん 、 中原 丈雄
さんの 6人 が 出演 す る とあ って 、 た くさんの 人 出で賑 わい 、村 は「炎立 つ 」 フ ィーバ ー とな りま し

なお 、 12月 26日 まで村 役場 ロ ビー にお い て 、十 三湊 ロケパ ネル展 が 開 か れ てい ます。

<関 連記事は4頁 、 5頁 掲載>
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>有権者数  2,707

卜投票者数  2,395

>有 効投票数 2,346

>無 効投票数  47
>不受理数    2
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弁慶 役 の 時任 二郎 さん 、藤 原 秀 衡 役 の 渡 瀬恒 彦 さん

花遷欝瑠瀞F懸
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役場の電話は62-2111

といわれるものだけでも、①地価

地価調査価格(都道府県)、 ②相続
税評価額(国税局)、 ③固定資産税

市浦村 の人 口 と世帯数
平成5.11.1現在

①精皆勤手当②通勤手当C尿族手
当④臨時に支払われる賃金(賞与・
期末手当など)⑤ lケ 月を超える
期間ごとに支払われる賃金C時間
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